
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

        

 

     

 

 

 

シリーズ  発音を育てる「か・き・く・けこ」  

 
幼児期の発達の過程として、ある時期に発音の誤り(発音の育ちが未熟 )がみられることはごく自然

なことです。日々の生活の中で経験することで育まれる身体や認知の発達が、発音の育ちへとつながっ

ています。今年度は発音の育ちを支える大切な力を４回シリーズでお伝えしています。  

守山市発達支援センター（発達支援課）  

守山市下之郷三丁目２番５号  すこやかセンター内  

 Te l： 077-582-1158 Fax： 077-581-1628 

シリーズ②  ～「き」きわける（聞き分ける）～  

 

 
私たち大人は、単語（例えば「さかな」）を一つ一つの音として聞き分けることができますが、

子どもは、「さかな」を一つの音（ひと塊）として捉えており、一つ一つの音として聞き分けるこ

とは難しいのです。そのため、「たかな」や「かさな」などの音の誤りや順番が入れ替わったりし

てしまうことがあります。４歳過ぎくらいから、「さかな」は一つの音ではなく「さ」と「か」と「な」

の“３つの音が組み合わさっている”ことや“順番がある”など音を意識する力が  

育っていき、聞き分ける力につながってきます。  

音を意識する遊び（しりとりやことば集めなど）  

を園でのすき間時間（朝の会の前や昼食の後など）  

に楽しみながら取り組んでもらえると良いですね。  

 

 ＊日  時：令和４年６月 30 日（木） 14 時 30 分から 16 時 30 分まで  

 ＊テーマ：ことばのメカニズム  ～「聞く」「話す」とは～  

 ＊講  師：奈良大学社会学部心理学科  教授  礒部美也子  氏  
 

「話す」「聞く」のメカニズムや、ことばに関しての支援が必要な子を理解  

するための大切な視点や手立てなどを、講師が経験したエピソードや氷山モ  

デルの具体例を交えて分かりやすくご講演いただきました。参加者からは、「“聞く”“話す”のメカニ

ズムについて触れる機会がなかったので、大変参考になった。」「言葉に関する課題がある子に対し

て、“ことばの鎖”のどの部分に課題があるかまず知ることで課題への支援が変わってくることを知

った。」「食べることも、話すことに繋がっていることにハッとした。」などの感想をいただきました。「こ

とば」は伝達手段として、考える道具として、行動調整の手段として、その他にもさまざまな役割が

あります。支援をする中で、当たり前だと思っていることを、「なぜ？」と振り返ってみることの大切さ

を感じられた研修会となったのではないでしょうか。  

― 第１回特別支援教育研修会開催報告  ― 

 

 

 

３つの音だ！。  
 

「さ→か→な」   

の順番なのか！  

「さかな」 
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発達支援課コラム  ～氷山モデルをもとに支援を考える～ 

 
行動には必ず原因があります。その原因は目に見えにくいものですが、「本人の特性」や

「環境要因」を考えていくことで、水面下に隠れている原因にせまることができます。以下

に、氷山モデルと手立ての例を紹介します。子ども理解をすすめる方法として、氷山モデル

を役立ててください。  
 

参考文献  「氷山モデル・ ABC 分析  シートの書き方・活かし方」  林  大輔著  中央法規出版  

     「マンガでわかる場面緘黙  どうして声が出ないの？」  はやし  みこ著  学苑社  

課題となっていること  

・学校で話せない  

・トイレに行けない  

・給食が食べられない  

課題の要因（本人の特性）  

・社交不安が大きい  

・感覚の過敏さがある  

（聴覚、触覚、味覚など）  

・吃音、講音の課題がある  

・行動抑制的な気質である  

環境要因  

・元気のよい子がよく声をかけることが負担とな

っている  

・本人が静かに過ごすための部屋を用意している  

・自分で行動を選択する経験が少ない  

・母親には自分の思いを言える時がある  

・得意なことをのばしたり、小さなこともほめたりして、自信を育てる  

・子どもや家庭と相談しながら、安心できる環境を整える  

・子どもの緊張感・不安感の低いことから挑戦し、経験値をあげる  

場面緘黙の  

子どもの例です  

課題となっていること  

 嫌なことがあると唾を吐いてしまう  

課題の要因（本人の特性）  

・相手の気持ちを想像しづらい  
（唾を吐かれた相手の不快な気持ちを理解できない） 
 

・発信が難しい  
（相手と話したくても適切な方法が分からない）  
 

・やり取りが難しい  
（話題のレパートリーが少なく、会話が一方的）  

環境要因  

・話題が途切れた時に起こりや

すい  

・唾をかけると、相手は大きな  

リアクションをする  

・唾吐きには反応せず、やり過ごす  

・会話でのやり取りには、大きく反応し、積極的に受け答えをする  

・いっしょに楽しめることを探す  

上記とは異なり、本人の

課 題 と な る 行 動 を ひ と

つにしぼって考えます  

Case１ 

Case２ 

手
立
て 

手
立
て 


